
◎
研

究
ノ
ー

ト

歌
う
裁
き

「理
詞
」
に
現
れ
た
ミ
ャ
オ
族
裁
判

の
実
像

徐

暁
光

《
紹
介
》

十
年
程
前

か
ら
、
市
場
経
済
の
拡
大
を
受

け
て
、
そ
れ
ま

で
国
家
制
定
法

の
み
を

「法
」
と
考
え

て
き
た
中
国
法
学

の
分
野
に
お
い
て
も
、

民
間
社
会

に
お
け

る
自

生
的

な
秩
序
形
成

の
あ
り
方
に
対

す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
関
心

は
、
狭
く
現
代
中
国

に
お
け
る
裁
判
制
度
外

の
紛
争
解
決

の
あ
り
方

と

い
っ
た
法
社
会
学
的
研
究

を
生

み
出

し
た
ば
か
り
か
、
法
制
史
学
に
お
い
て
も
家
族
法
や
土
地
法
と

い

っ
た
民
間
慣
習
法

へ

の
研
究
視
野

の
拡
大

を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
は
非
漢

民
族

が
歴
史

の
中

で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
作

り
上
げ

て
い
た
法
秩
序

の
性
格

へ
の
関
心
を
呼
び
起

こ

し
た
。
徐
暁
光
氏

(貴

州
民
族
学
院
民
族
法
学
研
究
所
長
)

は
、
中
国

に
お
け
る
少
数
民
族
法
制
史
研
究

の
リ
ー
ダ

ー
の

一
人
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

『
蔵

族
法
制
史
研
究
』

(法
律
出
版
社
、

二
〇
〇

一
年
)
、
『中
国
少
数
民
族
法
制
史
』
(貴
州
民
族
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
)
、
『苗
族
習
慣
法
的
遺
留
伝
承
及

其
現
代
転
型
研
究
』

(貴
州
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
)
な
ど
を
著

し
て
き
た
。
以
下
に
掲
載
す
る
論
文

は
、
徐
教
授

が
二
〇
〇
五
年

二
月
に
東
京
大

学
東
洋
文
化
研
究
所

で
行

っ
た
講
演

の
原
稿

(原
文
自
体

が
日
本
語

で
あ

る
)

で
あ
り
、
伝
統
苗
族
社
会

の
法
慣
習
を
紹
介
す
る
の
み
な
ら
ず
、
広
く

無
文
字
社
会

に
お
け
る
法
の
あ
り
方
全
般

に
つ
い
て
も
多

く
の
示
唆
を
与
え
る
。

(京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

寺
田
浩
明
)

は
じ
め
に

中

国

の
ミ

ャ
オ
族

は
、

主

に
貴

州

の
東
南

部

と
湖
南

省
西
部

に
集

中
的

に
分
布

し

て

い
る

が
、

こ

の
ほ

か

に
広

西
、

雲

南
、

四
川
、

重

慶

、

湖

北
、

広
東
等

の
各
省

・
市

に
も

あ

る
程
度
分

布

し
、

ま
た
中

国
以
外

の
東

南

ア
ジ

ア
と

ア
メ
リ
カ

に
も

少
数

の
ミ

ャ
オ
族

が
居
住

し

て

い
る
。

ミ

ャ

オ
族

の
人

口
は
八

九

四
万

一

一
四
人

で

(
二
〇
〇

〇
年

一
一
月

一
日

に
発

表

さ

れ
た
中

国
第

五

回
人

口
普
査

資
料

に

よ
る
)
、

そ

の
大

部

分

は
異

民

族

と
雑

居

し

て

い
る

が
、

ミ

ャ
オ
族

が
特

に
集
居

す

る
地
域

も
あ

る
。
貴

州
省

の
欝
東

南
苗

族
個

族
自

治
州

は
、

最

も

ミ
ャ
オ
族

が
集

ま
り

住
ん

で

い
る
自

治

地
域

で
、

ミ

ャ
オ
族

の
人

口

は

一
四
五
万

八
九

一
二
人

で
あ

る

(中

国
第

四
回
人

口
普

査

資
料

に
よ

る
。

そ

の
ほ
か

に
貴

州
省

、
湖

南

省

と
雲

南
省

に
五

つ
の
ミ

ャ
オ
族
自

治

県
が

あ
り

、
各
省

ご

と

に
ミ

ャ
オ
族

と
他

民

族
共

同
自

治

県

が

い
く

つ
か
あ

る
)
。

ミ

ャ
オ
族

は
元

か

ら
文

字

ム
　

　

を
発

明

し
な

か

っ
た

が
、

こ
こ
か

ら
民
族

の
言

語

は
残

っ
て
い
る

(
も
ち

ろ

ん

そ
れ

以
外

に
漢

語

も
通

じ

る
)
。

ミ

ャ
オ
族

の
言
語

は
地

域

別

に
東
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部

(今

の
湘

西

、

欝
東

、
男

西

、
桂

北

)
、

中
部

(今

の
漁
東

南

、

欝

東

南

)
、
西

部

(今

の
川

東
南

、

欝

西
、
漬

、
桂

西
、

海

南

)

の

三
方

言

に

分

か
れ

て

い
る
。

一
般

に
文

字

を
持

た

な

い
、
あ

る

い
は
文
字
伝

承

機
能

が
強

く

な

い
民

族

で
は
、

口
頭
伝

承

の
文
化

が

よ
り
豊
富

で
あ
る
。

こ
れ

ら

の
民
族

は
昔

か
ら

世

々
代

々
、
数

多

く

の
神

話

、
詩
歌

、
格

言
、

民
話

、
諺

等

を

口
と

耳
を

用

い
て
伝

承

し

て
き

た
。

口
承

は
民
族
文

化
を

保
持

す

る
重
要

な

手

段

で
あ
り
、

口
承
内

容

は
民
族

文

化

の
重

要

な

一
環

を
な

し

て

い
る
。

そ

し

て
ミ

ャ
オ
族

も
悠

久

な
歴
史

と
豊

か

な
文

化
遺

産

を
具

備

す

る
民

族

で
あ
り
、

民
族

独

自

の
文
字

は
な
か

っ
た

が
、
そ

の
た

め

に
口
承

文
化

は
か

え

っ
て

一
層

発

達

し
、
文

字

記
録

の
欠
如

を
補

う
意
味

か

ら
民

間
文

学
が

特

に
豊

か

に

な

っ
た

。

「
古
歌

」

と
呼

ば

れ

る
感

情

を
重

ん
ず

る
散

文

詩

や
長
大

な
叙

事

詩

も
残

さ

れ

て
お
り
、

民
族
文

化

の
伝

承

に
役

立

っ

て
い
る
。
若

い
世

代

で

こ
そ
人

に
よ

っ
て
様

々

で
あ

る

が
、

ミ

ャ
オ
族

の

長

老

た
ち

は
、
現

在

で
も
誰

も

が
詩
歌

、
格
言

、
諺

を
た

く
さ

ん
歌

う

こ

と
が

で
き
、

口

を
開

け

れ
ば

出

て
く

る
ほ
ど

で
あ

る
。

そ
し

て
ミ

ャ
オ
族

口
承
文

化

の
中

で
も

特

に
目

を
奪

わ

れ

る
も

の
は

「理
詞

」

(あ

る

い
は

「
理
辞
」
)
と
呼

ば

れ

る
歌

の
存
在

で
あ

る
。

理
詞

は
普

通

は

「盤

歌

」

(
重
要

な
部

分

を
繰

り
返

す

歌
唱

形

式

)

の

形

で
歌

わ
れ

る

が
、

一
つ

一
つ
の
事
件

を
述

べ

て
歌

う
も

の
や

、

せ
り

ふ

の
形

で
お
互

い
に
応
答

す

る
も

の
が
あ

る
。

理
詞

は
言
葉

の
平

灰

を
重

ん

じ

、
ま

た
調

子

の
高
低

変

化

に
よ
く
気

を
使

っ
て
い
る
。

五
言
体

と
七
言

体

を
基
本

に
長

短

句

を
交

え
、
起

伏

に
関

す

る
規

則

を

よ
く
守

り
、

調
和

が

取

れ

て

お
り

、

非

常

に

耳

を
楽

し

ま

せ

る
。

さ
ら

に
古

く
典

雅

な

の

で
、
聞

い
て
非
常

に
美

し
く
感

じ
ら

れ

る
。

特

に
比
喩

、
擬

人
、
言

葉

の

並

列
な

ど

の
修
辞
上

の
手
段

を
利

用

し
対
話

と
行
為

を
描

く

こ
と

を
通

し

て
、
生

き
生

き
と

し
た

人
物
像

と

事
件

の
起

因
、
経

過
、

結

果

に

つ
い
て

豊

か
な
内

容

を
物
語

る
。

理
詞

は
、
多

く

の
諺

と
格
言

を

利
用

し

て
ミ

ャ
オ
族

の
倫

理
道
徳

規
範

を

よ
く
表

し

て

お
り
、

ミ

ャ
オ
族

は
長

い
間

こ
れ

を
行
為

準
則

と

し

て
き

た
。

そ

の
意
味

に
お

い
て

は
、

理

詞

は
ミ

ャ
オ
族

の

「
口
承
法

」
と
呼

ぶ

こ
と

が

で
き
、

そ

の
中

に
は
、

「古

理
」

を

歌

い
な

が

ら
小

さ
な

紛
争

や

民
事

刑
事

事
件

を
裁

い
た
ケ

ー

ス
や
、

一
般
性

を
持

っ
て

い
る
例

を

歌
う

こ
と

で
具

体

的

事

件

を
解

決

す

る
プ

ロ
セ

ス
を

見

て
と

る

こ
と

が

で
き

る
。

ミ

ャ
オ
族

の

「理
老

」

(裁

判
者

)

は
、

こ

の
簡

単

で
覚

え

や

す

い

理
詞

を

用

い
て
、
裁

き

の
場

に

い
る
人

々

に
深

い
印

象
を

与
え

た
。

理
老

は

一
般
的

に

は
年
長

者

で
古
理

を

よ
く
身

に

つ
け
、
能

弁

で
あ

り
、

ま
た

ム
　
　

知

識

が
普

通

の
人

よ

り
多

い
長

老

で
あ

っ
た
。

理

師

は

紛
争

を
裁

く

時

に
、

四

つ
の
竹

の
板

を

叩

き
な

が

ら
理

詞

を
歌

う
。

「捏
着

竹

理

片
就

明

白
、

掌
着

竹

理

片
就

看

見
。

亮
如

太

陽

門
、

明
像

蛍

火
虫

」

(
竹

の
板

を

握

る
と

「理
」

が
分

か
り

、
竹

の
板

を
持

つ
と

「理
」

が
見

え

る
。
太

陽

ム
ヨ
　

の
門

の
よ
う

に
明

る
く
、

蛍

の
よ
う

に
明

る

い
)
。

こ
れ
ま
で
に
整
理
さ
れ
た
理
詞

㈲

石
宗

仁
訳

整

理

『
中

国
苗

族

古
歌

』

(天

津
古

籍
出

版

社
、

一
九

九

一
年

)
。

こ

の
中

の
第

七

部

分

「
婚

配

」

と

第

八

部

分

の

「紛

争

」

(
「婚

姻
紛

争
」

と

「財

産
紛

争
」

か

ら
な

る
)

が
紛
争
解

決

を
扱

う
。
文

句

は
別

の
理
詞

よ
り
長

く
、

む

し

ろ

「古
歌

」

に
近

い
が
、
内

容

か
ら
見
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れ
ば

紛
争

に
関

す

る
理
詞

と
呼

べ
る

。

⑬

文

経

貴

・
唐
才

富
編

訳

『
苗

族

古

詞
』

(欝

東
南

自

治

州
麻

江
県

民
委

古

籍

叢

書

、

同

県
印

刷

)

お

よ

び

呉
徳

坤

・
呉
徳

傑

収

集

整

理

訳

『
苗

族

理
辞

』

(貴

州

民
族

出
版
社

、

二
〇

〇

二
年

)
。

こ

の
二
冊

の
本

も

「古

辞

」

に
属

し
、

そ

の
大

部
分

は

比

喩
、

擬

人

の
手
法

で
動

物
界

の
関

係

を

も

っ
て
人
問

関
係

と
社
会

現
象

を
物
語

り
、
朴

素

な
道

理
を

説
明

す

る
。

か

つ
人

間
社

会

の
色

々
な
悪
行

を
倫
理

の
面

か
ら
解

釈

す

る
。

◎

張

震
声

執

行

主
編

『
融
水

苗

族

埋

岩
古

規

』

(広

西

少

数

民
族
古

籍
叢

書

、

広

西

人
民

出
版

社
、

一
九

九

四
年
)
。
本

書

に
収

集

さ

れ
た

理

辞

は
、
昔

か
ら
広

西

融
水
県

に
お

い

て
紛
争
解

決

の
印

と

し

て
そ

の
場

に

無

文
字

の
石
碑

を

埋

め

る

「
埋

石
」

の
仕

方

に

つ
い
て

の
ル

ー

ル

で
あ

る
。

こ
の

「
埋

石
」

は
無

文
字
状

態

に

お
け

る
最

初

の

「掲

示
法

」

(掲

示

に

よ
る
法

告

知

の
タ
イ
プ

)
と
考

え

る
こ
と
も

で
き

る
。

例

え
ば

「窃

盗

」

の
埋

石
、

「
財

礼

」

の
埋

石

は
、

そ

の
後

に
起

こ

る
類

似

事

件

の

「先

例

」
と

し

て
用

い
ら

れ
る
。

⑪

貴

州

省

購
東

南

苗
族

個
族

自

治
州

黄

平

県

民

族
事

務

委

員

会
編

『
苗
族

古

歌

古

詞
』

(同

県
印

刷
、

一
九

八

八
年

)
。

そ

の
下

集

「
理
詞
部

分

」

は
、

訴
訟

の
プ

ロ
セ

ス
と
裁

き

の
手
続

き

に
関
す

る

理
詞

で
、
昔

の

村

落

で

の
実

際

の
裁

判
活

動

を
反

映

し

て

お
り
、

特

に

「焼

湯

理

詞

」

(D
et
J
il
P
ad
T
aib
)
、
「油

湯
理
詞
J

(D
et
L
il
P
a
d
T
a
ib
)
、

「湯
杷

理
辞

」

(D
et
L
il
T
a
ib
J
o
d
)

(
二

則

)
、

「
婚

姻

調

解

理

詞

」

(
U
博2

ぴ
ロ
摩

。
ユ

N
ie
e
b
)

(
二

則

)
、

「婚

姻

紛

争

理

詞

J

(D
e
t
L
il
K
h
o
d
N
iee
b
)

な

ど

は
、

民
事

刑

事

に

つ

い
て

の
裁
判

の
実

像

を
表

し

て

い
る
。

以
上

の
資

料

は

い
ず

れ
も
左
側

に

ロ
ー

マ
字

で
綴

っ
た

ミ

ャ
オ
語

と
そ

の
漢
文
直
訳
文
を
示
し
、
右
側
に
そ
の
漢
詩
風
の
翻
訳
を
載
せ
る
。
本
論

文
で
は
上
の
⑪
を
主
な
る
資
料
と
し
、
そ
れ
に
筆
者
が
見
た
別
の
資
料
を

加
え
て
、
ミ
ャ
オ
族
村
落
社
会
の
裁
判
の
様
子
を
論
じ
た
い
。

二

民
事
裁
判
に
つ
い
て

長

い
間

、

ミ

ャ
オ
族

村
落
社

会

に

お

い
て
は
、
経
済

・
慣

習

・
道

徳
等

の
各

方
面

の
原

因

に

よ
り
、
村

々

の
内
部

で
さ
ま
ざ

ま
な

紛
争

が
出

て
く

る

こ
と

が
避

け

ら
れ

な
か

っ
た
。

民
事
訴

訟

の
手
続

き

は
、
理

詞

に
見

ら

れ

る

口
承
法

の
中

で
も
、
最

も
特

徴
を
有

す

る
部

分

で
あ

る
。

例

え
ぼ
婚

姻
紛

争

な

ど

の
些

細

な
事
柄

に

つ
い
て
は
、
村
落

民

が
自

ら
調

停

を
通

じ

て
和
解

を
図

る
。

こ
れ

は
ミ

ャ
オ

族

の
素

朴

な

「調

和
無

争
」

と
共

同

生

存

の
意
識

に
基

づ

い
て

い
る
。

例

え
ば

黄

平

県

『
苗

族

古

歌

古

詞

』

の

「焼

湯
理

詞
」

は
次

の
様

に
述

べ
る
。

有
力
去
倣
活
、

有
智
倣
生
意
。

力
大
莫
相
闘
、

明
智
不
相
争
。

各
傲
各
的
事
、

各
吃
各
的
飯
。

僚
退
三
廣
、

我
退
三
丈
。

莫
以
角
相
頂
、

不
用
頭
相
磁
。

両
公
牛
相
闘
、

力

が
あ

る

の
は
労
働

の
た

め
、

知
恵

が

あ

っ
て
売

買

し

て

い
く
。

力

が
大

き
く

て
も
闘

っ
て
は

い
け
な

い
、

明
智

で
も
互

い
に
紛
争

し

な

い
。

自
分

の
こ
と

は
自

分

で
や

り
、

自
分

の
飯

は
自

分

で
食

べ
る
。

お
前

が

三
尺
退

け
ば

、

俺

も
三
丈

後

に
下

が

る
。

角

で
闘
争

す

る
な
、

頭

を
ぶ

つ
け
合

っ
て

は

い
け

な

い
。

二
匹

の
雄
牛

が
闘

え
ば
、

研究 ノー ト 歌 う裁 き291



総
有

一
頭

胞
。

一
匹

が
逃
げ

る
は
ず

だ
。

並
非

力
不

足
、

力

が

足
り

な

い
か

ら

で
は
な

い
、

只

因

一
処
吃

草
。

一
緒

に
草

を
食

べ
る
た

め
だ

(
一
緒

に
生

き

ム
　
　

て

い
る

こ
と

で
お
互

い
に
譲

る
)
。

も

し

も
紛

争

が
発

生

し

た

場
合

に

は
、

両

当

事

者

は

「中

人

」

を
招

き
、

彼

を
調
停

員
と
し

て
紛

争
を
解

決

し

て
も

ら
う
。

中
人

は
双
方

に
利

害

を

説

き
和
解

を
勧

め
る
。

目
的

は
事
件

を
穏

や
か

に
処
理

す

る
こ
と

に

あ

り
、

で
あ

る
以

上

は
両

当

事

者

の
恨

み
を

受

け

な

い
は
ず

の
も

の
で

あ

っ
た
。

不
願

講
糾
紛

理
、

紛
争

の
理

を
話

さ
な

い
が
、

但
願

双
方
息

事
。

双
方

と
も

に
紛

争
を

止

め
る
。

評
糾

紛
不
会
恨

中
人

、

紛
争

を
評
定

す

れ
ば

中
人

は
恨

ま
れ
ず

、

ムら
　

断
禍

事
将
会
恨

理
師

。

悪
事

を
裁

け
ば

理
師

を
恨

む
。

中

人
を

通
じ

て
和
解

で

き
な

い
と
き

に

は
、
村

の
理

老

に
頼

ん

で
解
決

す

る
。

黙
東

南

州

施

乗

県

の

「
ミ

ャ
オ

族

離

婚

理

詞

j

(L
il
je
s
K
h
o
d

N
ie
eb
)

に
は

一
つ
の
離

婚

事

件

の
展

開

過

程

が
載

せ
ら

れ

て

い
る
。

二

つ
の
村

の
男
女

が
結

婚
し

た
後
、

性
格

の
不

一
致

に
基

づ
き
夫

の
方

が
離

婚

を
申

し
出

た
。

双
方

は

そ
れ

ぞ
れ
自

分

の
村

の
理
老

と
同
族

の
長

老

に

依
頼

し

て
、
自

分

に
理
が

あ

る
こ
と
を

主
張

す

る
。
男

側

の
理
老

に
対

し

て
女
側

の
理
老

が
ま
ず

歌

う
。

我

和
伽
家

開
親

、

私

は
貴
方

の
家

と
結

婚

し

て
、

我

和
伽
家

結
戚
。

私

は
貴
方

の
家

と
親

戚

と
な

っ
た
。

焼

火

只
焼

一
介

火
坑

、

た

だ

一
つ
の
オ

ン
ド

ル
に
火
を
点

し
、

開

親

只
開

一
処
。

貴
方

の
家

に
だ

け
嫁

い
だ
。

客
也
喜
歓
、

主
也
楽
意
。

才
用
牛
来
祭
祖
、

才
嫁
女
到
伽
家
。

到
了
三
周
歳
、

公
公
倣
雷
公
打
穀
倉
、

婆
婆
倣
暴
風
吹
晒
架
。

米
不
給
我
春
、

水
不
給
我
挑
。

論
情
是
像
錯
、

論
理
是
伽
輸
。

お
客

も
喜

び
、

主
人

も
楽

し

い
。

だ

か
ら
牛

で
祭

り
、

娘

は
貴
方

の
家

に
嫁

い
だ
。

し

か
し

三
年

の
あ

と
、

お
父

さ

ん
は
雷

公

の
よ
う

に
穀

倉
を

打
ち

、

お
母

さ

ん
は
豪

雨

の
よ
う

に
物

干

し
台
を

吹

き
と

ば
す
。

米
を

私

に

つ
か

せ
な

い
、

水
を

私

に
担

が

せ
な

い
。

人
情

か
ら

言
え
ぼ

お
前

の
誤

り
だ
、

道

理

か
ら

言
え
ば

お
前

の
負

け
だ
。

し
か

し
男
側

の
理
老

は
誤

り
を
認

め
ず
、

事
実

を

も
と

に
女

側

に
反

駁

す

る
。

祢

把
我

家
看

成
棺

材
、
俺

の
家

を
棺

と
看

倣

し
、

弥

把
丈

夫
看

像
老

虎
。
夫

を
虎

と

み
な

し

て

い
る
。

剛
従
廊
下
走
進
来
、

又
従
竃
辺
胞
出
去
。

脚
不
採
我
的
席
、

頭
不
頂
我
的
被
。

論
理
祢
輸
了
、

論
理
祢
錯
了
。

廊

下

か
ら

入
る

と
す

ぐ

に
、

台

所

の
そ
ば

か

ら
出

て
く

る
。

足

は
俺

の
家

の
薦

を
踏

ま

な

い
し
、

頭

は
俺

の
家

の
布

団
を

頂

か
な

い
。

理
か

ら
言
え
ば

お
前

の
負

け
だ
、

理
か

ら
言
え
ば

お
前

の
誤

り
だ
。
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女
側

の
理
老

も
負

け

を
認

め
ず

、

ま

た
別

の
理
を
探

し
て
弁
護

す

る
。

そ

こ
で
最
後

に
双
方

は
、
今

度

は

い
く

つ
か

の
村
落

を
跨

ぐ
地
域

理
老

に

依
頼

し

て
裁

判

を

し
た

。
地

方

の
理

老

は
、

双
方

の
理
由

と
村
落

理
老

の

弁
解

を
聞

い
た

後
、

ま
ず

調

停

を
試

み

る
。

そ
し

て
そ
れ

が
不
成

立

の
場

合

に
は
、

双
方

の
離

婚

に

同
意

し
、

誰

が
経
済

的
な
賠

償

お
よ
び

関
連

の

こ
と
を
す

る

か
を
判

定

し

た

(普

通

は
先

に
離
婚

を
申

し
出

た
方

が
賠

償

を

す
る
)
。

判
定

の
後

に
、

地
域

理
老

は
ま
ず
次

の
よ
う

に
歌

っ
た
。

「結

婚

有
規

、

離

婚

有

理

、

不
能

去

規

、

不

可

犯

理
、

離

婚

理
詞

、

輩

輩

相

伝
、

我
把

官

念

、

大
家

細

聴

」

(結

婚

に
は
規

が
あ
り

、
離

婚

に
も
理

が

あ

る
、
規

を
捨

て

て
は

い
け
な

い
、

理
を
犯

し

て
は

い
け
な

い
、

離
婚

の

理
詞

は
、

世

々
代

々
伝

え

ら
れ

て
き

て

い
る
、
私

が

こ
れ
を

読

む
、
皆

よ

く
聞

き
な

さ

い
)
。

そ

の
上

で
、

以
下

の

「離

婚

理
詞

」
を

歌
う
。

地
方

没
有

能

人
、

地
方

に
は
能

人
が

い
な

い
、

掌

我

来
当

能

人
、

私

を
能

人
と

し

て

い
る
。

休
椚
請
我
才
来
、

侮
椚
叫
我
才
到
。

我
是
水
不
護
田
、

我
是
披
不
護
土
。

我
継
前
人
的
古
規
、

我
承
先
輩
的
古
理
。

我
用
古
規
来
講
、

お
前

た

ち
が
私

を
招

き
、

お
前

た

ち
が
私

を
呼

び

に
き
た

。

私

は
水

で
田

を
守

ら
な

い
、

私

は
坂

で
土

を
保

て
な

い

(心

を
正

し

く
し

て
理

に
拠

っ
て
裁
判

す

る
意
味

)
。

私

は
先
人

の
古

い
規

を
受

け
継

ぎ
、

私

は
先
人

の
古

い
理
を
継

ぐ
。

私

は
古

い
規

で
話

し
、

我
盒
古
理
来
説
。

我
只
能
搭
橋
、

我
不
能
折
橋
。

我
説
弥
個
要
聴
、

我
勧
弥
椚
要
依
。

男
的
硬
要
分
、

女
的
死
要
離
。

冷
飯
捏
不
起
、

剰
飯
団
不
成
。

縄
梱
不
成
夫
妻
、

索
繍
不
成
伴
侶
。

一
百
二
十
斤
重
担
、

放
在
称
個
肩
上
。

重
了
祢
椚
各
減
、

軽
了
祢
個
各
増
。

従
今
天
開
始
、

従
今
晩
以
後
、

水
牛
各
下
水
、

黄
牛
各
上
披
。

各
走
各
的
路
、

各
行
各
的
道
。

私

は
古

い
理

で
講

じ

る
。

私

は
橋

を
架

け

る
だ
け

で
、

私

は
橋

を
取

り
除

け
な

い
。

私

の
話

を

お
前
た

ち
が
聞

き
、

私

の
勧

め

に
お
前

た
ち

が
従

う
。

夫

は
強

く
離

婚
を
求

め

る
と
言

い
、

妻

も

ど
う

し

て
も
別

れ

る
と
言

う
。

冷

た

い
ご
飯

は
握

れ
な

い
、

残

っ
た
ご
飯

は
団

子

に
な
ら

な

い
。

ひ
も

で
夫
婦

を
縛

れ
な

い
、

縄

で
縛

っ
て
伴
侶

に

で
き
な

い
。

百

二
十

斤

の
重

い
負

担

が
、

お
前

た
ち

の
肩

に
掛

か
る
。

重

か

っ
た

ら
自
分

た

ち

で
減

ら

し
、

軽

か

っ
た

ら
自
分

で
増

や

す
。

今

日

か

ら
、

今

晩

以
後

、

水

牛

が

そ
れ

ぞ
れ
水

を
入

り
、

黄

牛

が

そ
れ

ぞ
れ
坂

を
上

る

(自

分

の
道

を

自

分

で
歩

く

と

い
う
意

味

)
。

そ
れ

ぞ

れ
自

分

の
道

を
行

く
、

そ

れ
ぞ

れ
自
分

の
路

を
歩

く
。
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今
後
磁
在
路
頭
、

将
来
遇
在
路
尾
、

遠
就
笑
瞼
迎
、

近
就
相
問
好
。

不
準
誰
生
気
、

不
準
誰
紅
瞼
。

誰
要
是
生
気
、

誰
要
是
紅
瞼
、

我
聴
我
不
許
、

我
知
我
不
依
。

地
域
理
老
は
離
婚
理
詞
を
読
み
終
え
た
後
に
、

尺
二
寸

の
長
さ
の
竹
筒
を
手
に
握
り
、

　
フ
　

が
ら
、

刀

で
竹

筒

を

二

つ
に
し

て
双
方
当

事
者

に
渡

し
、

証

拠

と

し

て
婚

姻

は
解
消

さ
れ

る
。

今

後
道

の
端

で
遇

う
と

、

こ
れ

か
ら

も
通
り

の
端

で
会

っ
た
ら

、

遠

く

で
も
笑

顔

で
迎

え
、

近
く

で
も
挨

拶

を
す

る
。

誰

も
腹

を
立

て
ず

、

誰

も
顔

を
赤

く

し
な

い

こ
と
だ
。

ど
ち

ら
も
腹

を
立

て
た
り
、

ど
ち

ら
も
顔

を
赤

く
す

る

こ
と

を
、

私
が
許

さ

な

い
、ム　

　

私
は
納
得
し
な
い
。

眼
前
に
用
意
さ
れ
た

一

双
方
当
事
者
に
語
り
か
け
な

そ
れ
を
離
婚
の

三

刑
事
裁
判
に
つ
い
て

黄

平

県

「焼

湯

理
詞

」
、

「油
湯

理
詞

」
、

「湯

杷
理

詞
」

は
、

ミ

ャ
オ
族

の
刑
事

訴

訟

の
手
続

き

を
表

し

て

い
る
。

そ

の
中

で
は
、

裁
判

担
当

者
、

裁

判
場

所

お

よ
び
原

告

の
起

訴

と
被

告

の
弁
護

に

つ
い
て
も
詳

し

く
述

べ

ら
れ

る
。
刑

事

事

件

の
場

合

で
も

調
停

す

る

こ
と

が

ほ
と

ん

ど

で
あ

っ

た
。

そ

れ

で
も

弁
護

に
当

た

っ
て
は
証
拠

が
重

ん

じ
ら

れ
、

ま
た
証

拠

の

な

い
場

合

あ

る

い

は
双

方

が

調
停

を
認

め

な

い
場

合

に

は
、

「探

湯

神

裁

」

を
通

じ

て
神

前

で
裁

き

が
行

わ

れ
た
。

「湯

粗

理
詞

」

は

一
つ
の
窃

盗
事

件

に

つ
い

て
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

恨

那
好

吃
獺

徹

、

こ

の
人

は
食

う
だ

け

で
、

憎

那
白

吃
空

喝

。

た
だ
食

い
た

だ
飲

み
を

し
た

こ
と

を
憎

む
。

楡

我
十

両
鑓

、

私

の
銀
十

両

を
盗

ん
だ

し
、

盗

我
百

段
裾

。

私

の
着
物

を
盗

ん

だ
。

以
上

が
、

訴

え

の
内

容

で
あ

る
。

狗
咬

外

人
不

咬
主

人

、
犬

は
主
人

を
咬

ま
ず

、
外

人
を
咬

む
、

人
防

生

人
不

防
熟

人
。

人

は
知
人

を
防

が
ず

、
他
人

を
防

ぐ
。

見
近

不

見
遠

、

近

い
と

こ
ろ

は
見
え

、
遠

く

は
見

え
な

い
、

見

人
不

見
心

。

人

は
見
え

る

が
、
そ

の
心

は
見

え
な

い
。

我
盒
他
当
好
人
、

他
把
我
当
俊
瓜
。

白
天
探
我
門
、

夜
常
転
我
屋
。

騙
我
児
外
出
、

暗
地
進
我
家
。

翻
我
欄
櫃
、

観
我
箱
子
。

楡
我
首
飾
、

盗
我
衣
裾
。

自
知
歯
有
虫
、

自
明
手
臓
尿
。

害
伯
抄
家
、

疏
散
賊
物
。

私

は
彼
を
良

い
人

と
看

倣
す

が
、

彼

は
私
を

馬
鹿

に
す

る
。

昼

は
我
が
家

の
扉

を
探

し
、

夜

は

い

つ
も
私

の
部
屋

を
見

回
す

。

息
子

を
ご

ま
か

し

て
外

出
さ

せ
、

こ

っ
そ
り
私

の
部

屋

に
入

る
。

戸
棚

を

ひ

っ
く
り

返

し
、

箱

を

こ
じ
開

け

る
。

装

身

具
を
盗

み
、

着

物

も
盗

ん
だ
。

虫

歯

が
あ

る

こ
と

は
自
分

で
分

か

る
し

、

手

が
糞

で
汚

れ
た

こ
と
も

分

か
る
。

人

が
捜
査

す

る

こ
と
が
心

配

で
、

汚

物

を
あ
ち

こ
ち

に
散

ら
し

た

の
で
あ

る
。
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外

逃

七

天
、

七

日
間

逃

走

し

て
、

七
夜

方

回
。

七

日
目

の
夜

に
や

っ
と
帰

っ
て
き

た
。

以

上

は
起

訴

の
証
拠

と
言

え

る
。

我
請
砦
老
、

我
求
兄
弟
。

常
我
進
門
蒐
家
、

為
我
進
屋
査
臓
。

人

人
都

在
家

、

只

差
他

一
人
。

不

是
他

楡
、

又

是
誰

盗

?

原
告

は
、

こ
と

を
要
求

す

る
。

砦

老
皆

斉

、

理
師

也
到

。

理
師

依
理

講
、

砦

老

洗
耳

聴
。

是
直

是
曲

、

定
自

有

理
断
。

私

は
村

の
老
人

に
依

頼

し
、

私

は
村

民

を
た
ず

ね
た
。

私

の
た

め
に
門

に
入

っ
て
捜

し

て
も

ら

い
、

私

の
た

め

に
部

屋

に

入

っ
て
探

し

て

く

れ

た
。

み
ん
な

家

に

い
る

が
、

彼

だ
け

い
な

い
。

彼

で

は
な

い
と

す

れ
ば
、

誰

が
盗

ん
だ

?

被
告
の
犯
行
に
つ
い
て
理
師
た
ち
が
理
に
よ
っ
て
裁
判
す
る

砦

老

が

み
ん
な
来

て
、

理

師

も
到
着

し
た
。

理

師

は
理

に

よ

っ
て
講

じ
、

砦

老

は
耳

を
傾

け

て
聞

く
。

曲

か
直

か
、

理

に
よ

る
判
決

で
あ

る
。

そ
れ
に
対
し
て
は
被
告
が
自
己
弁
護
を
行
う
。

我
関
門
家
中
坐
、

他
閲
門
来
尋
絆
。

白
粉
抹
他
瞼
、

私

は
ド

ア
を
閉

じ

て
家

に
座

っ
て

い
た

、

彼

は
わ
ざ

と
事

を
構

え

た

の
だ
。

白

い
粉

を
自
分

の
顔

に
塗
り

、

黒
煙
塗
我
面
。

帝
王
名
難
得
、

盗
賊
名
難
背
。

蛇
咬
薬
可
医
、

人
咬
理
来
治
。

弥
謳
我
楡
銀
、

我
要
祢
洗
浄
。

欣
伐
樹
倒
地
、

我
要
伽
接
活
。

不
由
伽
道
黄
就
黄
、

不
依
侮
説
黒
就
黒
。

最

後

に

「是
誰

告

訴

侮
、

の
か
、

そ

の
人

を
呼

ん

で
証

拠

を
出

さ

せ
な

さ

い
)
、

れ
ば

諏
　告

に
違

い
な

い
と
、

に
続

け

て
話

す
。

神
霊
各
看
見
、

理
師
各
知
道
。

神
霊
不
伯
凶
悪
、

理
師
不
欺
善
良
。

給
我
作
主
、

常
我
作
証
。

黒

い
粉

を

私

の
顔

に
上

塗

る
。

帝

王

の
名
前

は
得

難

い
、

窃
盗

の
名

は
耐

え
難

い
。

蛇

が
咬

め
ば
医
者

に
見
せ

、

人

が
咬

め
ば
理

で
直

す
。

お
前

は
俺

が
銀

を
盗

ん
だ

と
護

告

し

て
、

俺

は
彼

に
罪
を
晴

ら

さ

せ

る
。

木

は
伐

る
と
地
面

に
倒

れ

る
が
、

俺

は

お
前

に
生

き

さ
せ

る
。

お
前

が
黄

色

と
言

っ
た

ら
黄
色

、

黒

と

言

っ
た
ら

黒

と
言

う

、
と

い

っ
た

こ
と

を

許

せ
な

い
。

叫
他

来

対
階

」

(
誰

が

お
前

に

そ

う
言

っ
た

も

し

証
拠

が

な
け

原

告

に
反
訴

を
行

う
。

そ

し

て
被

告

は
さ

ら

神

様

は
よ

く
見

え
、

理

師

は
よ

く
分

か
る
。

神

様

は
悪
鬼

を
恐

れ
ず

、

理
師

は
善
良

を
虐

め

な

い
。

私

の
た

め
に

「作

主
」
を
求

め

、

私

の
た

め

に
証

明
す

る
。

研究 ノー ト 歌 う裁 き

 

理
師

は
告

訴

と
弁
護

と
を

一
通

り
聞

き
終

わ

る
と
、

ま
ず

調
停

す

る
た

窺

め
に
歌

い
始

め

る
。



是
金

是
銅
、

我
心
有

数
。

両
家
焼

湯
戸
、

両
位
当

事
人
。

各

想
各

的
心
、

各

思
各

的
意
。

是
直
或

是
曲

?

是

善
或
是

悪

?

伽

偏
在

明
処
、

我

椚
在
暗
処

。

切

莫
相
繰
藏

、

脱

袴
子
遮
瞼

。

枯

子
牛
相

磁
、

総
有

一
頭
輸

。

会
水

死
於
水

、

玩

火
必
自
焚

。

莫
聡

明

一
世

、

莫
糊
塗

一
時
。

走
路
看

前
頭

、

臨
崖

即
止
歩
。

思
前
想

後
、

有
錯
認

錯
。

互
相
忍

譲
、

和
睦
相
処

。

金

か
銅

か
、

私

は
分

か
る
。

二

つ
の
湯

を
沸

か

す
家
、

二
人

の
当
事

者

。

そ
れ

ぞ
れ
自

分

の
心

を
思

い
、

そ
れ

ぞ
れ
自

分

の
意

図
を
考

え

る
。

曲

か
直

か
?

善

か
悪

か

?

お
前

た
ち

は
明

る

い
と

こ
ろ

に

い
る

が
、

私

た

ち

は
暗

い
と

こ
ろ

に

い
る
。

そ
れ

ぞ
れ
隠

れ

て
は

い
け

な

い
、

ズ

ボ

ン
を

ぬ

い

で
顔

を
遮

る
。

牛

が
戦

う

と
、

一
方

が
負

け

る
は
ず

だ
。

泳

ぎ

の

で
き

る
人

が
溺
死

し
、

火

遊
び

を

す
れ
ば

必
ず

火
傷

す

る
。

一
生
聡

明

で
も

、

一
瞬

に
馬
鹿

者

と
な

る
。

前

を

見

て
道

を
歩

い
て

い
る
な

ら
、

崖

の
前

で
止

ま

る

は
ず

だ
。

前

と
後

を

よ
く
考

え

て
、

誤

り

が
あ

れ
ば
認

め

る

の
だ
。

互

い
に
譲

り
、

互

い
に
仲
睦

ま

じ
く
処

理
す

る

の
だ
。

つ
づ

い
て
調
停

を
求

め

て
歌

い
続

け

る
。

有
冤
睡
不
着
、

結
仇
坐
不
安
。

父
輩
結
仇
、

子
孫
難
解
。

為
十
両
銀
、

結
十
代
仇
。

水
枯
頂
角
我
拉
腿
、

人
闇
争
紛
我
勧
解
、

鋳
鍋
是
為
蒸
食
物
、

不
是
煮
綜
断
糾
紛
。

会
起
会
結
束
、

誰
錯
誰
改
正
。

思
前
想
後
、

顧
及

一
切
。

無
実

の
罪

を
受

け

れ
ば

眠
れ

な

い
、

仇
敵

と
な

れ
ば

安

居

で
き
な

い
。

父

の
代

で
仇
敵

と

な
れ
ば

、

子
孫

も
解

き

が
た

い
。

十
両

銀

の
た

め
、

十
代

の
仇

と
な

る
。

水
牛

が
角

を
ぶ

つ
け
れ
ば

私

は
足
を
縛

る
、

人
が
争

い
を
起

こ
し
た
ら

私

が
調
停

す

る
。

鍋

を
作

っ

て

い

る

の

は
食

物

を
蒸

す

た

め

で
、

綜

を
煮

て
争

い
を
裁

く
た

め

で
は
な

い
。

争

い
に
は
初

め

が
あ

れ
ば
終

わ

り
が

あ
る
、

誰

か

が
誤

れ
ば

誰

か

が
直
す

。

前

と
後

を
よ

く
考

え

て
、

全

て
を
顧

み
よ
う
。

何

回

も

の
調

停

を
経

て
も
、

双
方

は
互

い
に
譲

ら

な

か

っ
た
。

仕

方

が

な

し

に

「焼

湯
杷

」

の
神

裁

が
行

わ

れ

る
。

「焼

湯
杷

」

は
、

当

事
者

双

方

が
同

じ
重

さ
と
大

き

さ

の
綜

を
包

み
、
明

確

に
区
別

が
付

く
印

を
付

け

て
か
ら
、

そ

れ
を

一
つ
の
鍋

に
入
れ

て
煮
、

煮

え
た
方

を
勝

ち
、

煮

え

て

い
な

い
方

を
負

け
と

し
た
。

理
師

は
以

下

の
様

に
歌

い
出
す

。

鉄
鍋
高

架

、

鉄

の
鍋

を
高

く
架

け

、

干
柴

一
堆
。

干

し
た
薪

を
積

み
重

ね

る
。
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両
方
各

包
杷

、

同

入

一
鍋
煮

。

看
誰

的
綜
熟

、

看

誰
的
杷

生
。

誰

的
熟
誰

勝
、

誰

的
生
誰

負
。

小
核
倣
玩

、

大
人
認
真

。

一
方
称
銀

二
十

両

、

量
出
五
斗

米

。

交
給
砦
老

、

代
為
保

管
。

煮
綜
来

判
断

、

誰
勝
誰

牧
取

。

議

一
致

就
焼

、

梱
緊

了
就
煮

。

人
不

依
勧

、

用
杷

判
断

。

杷

入
鍋
底

、

尽
力
加
火

。

明
火
知
情

、

不
焼
正

方
。

清
水
明

理
、

双

方

そ

れ

ぞ
れ
綜

を
包

み
、

一
つ
の
鍋

に
入

れ

る
。

誰

の
綜

が
煮

え

た
か
、

誰

の
綜

が
煮

え

て
い
な

い
か
を

み
る
。

綜

が

煮

え

た
方

が
勝

ち
、

綜

が

煮

え

て

い
な

い
方

が
負

け
だ
。

子
供

に

は
遊
び

だ
が
、

大
人

は
真
面

目

だ
。

一
方

は

二
十
両

の
銀

を
用
意

し
、

五
斗

の
米

を
量

る
。

砦
老

に
渡

し
、

し
ば

ら

く

保
管

し

て
も
ら

う
。

綜

を
煮

て
判
断

す

る
、

勝

っ
た
方

が
取

る

(銀

と
米

)
。

両

方

は
同

意

す
れ
ば
焼

き
、

き

つ
く

す

れ
ば

煮

え
る

(議

定

さ
れ

た

こ
と

を

後
悔

で
き

な

い
と

い
う
意

味

)
。

人

が
勧

め
を
聞

か

な

い
な

ら
、

綜

で
判

断

す

る
。

綜

を
鍋

の
底

に
置

い
て
、

火

を

大
き

く

す

る
。

明

る

い
火

は
情

を
知

っ
て

い
て
、

正

し

い
方

を
焼

か

な

い
。

清

水

は
理

を

知

っ
て

い
て
、

不
護

　
方
。

悪

い
方

を
保

護

し
な

い
。

綜

同

一
鍋
煮

、

綜

を

一
つ
の
鍋

に

入

っ
て
、

各

翻

各
的
綜

。

そ
れ

ぞ
れ
自

分

の
綜

を
動

か
す
。

天
地

神

明
、

天
地

の
神
様

、

公
正

判
断

。

公
正

に
判

断
す

る
。

綜
子

一
熟

一
生

、

綜

の

一
つ
が

煮

え
、
一
つ
が

煮

え

て

い
な

い

な

ら
、

熟
方

轟

、

煮

え
た
方

は
勝

ち

、

生
方

輸

。

煮

え

て

い
な

い
方

は
負

け
だ

。

両
個

都
熟

、

両
方

と

も
煮

え

て

い
た
り
、

両

個
都

生
、

両
方

と

も
煮

え

て

い
な

い
と

き

は
、

没

有
輸

臓
。

勝

ち
負

け

が
な

い
。

依

理
師

話
、

理
師

の
話

に
従

っ
て
、

双
方
息

事
。

両

方

は
紛
争

を
止

め
る
。

「焼

湯

理
詞

」

も
、
紛

争

の
調

停

と
焼

湯
神

裁

の
過

程

に

つ
い
て
表

し

て

い
る
。

理
師

は
あ

る
事

件

に
対

し

て
ま
ず

調
停

に
力

を
尽

く

し
、
神

裁

を
し

な

い

で
済

む
よ
う

に
双

方

に
勧

め
続

け

る
。

因
為
鬼
臨
門
、

因
為
禍
到
家
、

不
断
伯
引
起
是
非
、

不
断
伯
帯
来
人
命
、

才
挑
水
撲
滅
火
。

鬼

が
門

に
近

づ
き
、

禍

が
家

に
付

い
た

た

め
、

裁

か

な

い
と

是

非

の
沙

汰

が

引

き

起

こ
さ

れ
、

裁

か
な

い
と

人
命

に
及

ぶ
恐

れ

が
あ

る

の
で

水

を
担

い
で
火

を
消

し
に
来

た
。
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理
師

ロ
ハ
勧

人
和
事

、

理
師

は
人

々
に
和
解

を

勧

め
、

不

願

双
方
来

焼

湯
。

双
方

が
湯

を
沸

か
さ
な

い
よ
う
、

不

願
梨

牛
進

鬼
場

、

耕

牛

を
鬼

の
場

に
引

か
な

い
よ
う

、

願

施
牛

進
渾

塘
。

牛

を

汚
れ

た
池

に
入
れ

な

い
よ
う

。

何

回
も

の
調
停

を
経

て
も
、

双
方

は
互

い
に
ゆ
ず

ら
な

か

っ
た
。

仕
方

が
な

し

に
理

師

は
以
下

の
様

に
歌

い
出
す

。

伽

個
向

深
処

胞
、

お
前

た
ち

は
深

い
と

こ
ろ

に
走

っ
た

が
、

拉

侮
個

回
浅
処

。

(
私

は
)
お
前

た
ち

を
浅

い
と

こ
ろ
に
引

き
戻

し
た
。

伽

椚

一
個
願
意

往

鍋
底

鑓

、

お
前
た

ち

の

一
方

は
鍋

の
中

に
入

り
込

み
、

伽
個

一
個

願
意

去

携

斧
柄

。

お
前
た

ち

の

一
方

は
斧

を
拾

い
た

い
と

言
う
。

一
個

請
中

人
、

一
個

請

理
師
。

一
個

請

理
師
衣

、

一
個

戴

理
師

帽

。

一
個

願
焼

、

一
個

願
携
。

(『苗

族
古

歌
古
詞
』
下
集

理
師

は
調
停

で
き

な

い
と
諦

め

、

と
判
定

し

た
。

我

控
事

端
鼻

、

私

は
事

情

の
要
領

を
把
握

し

て
お

り
、

我

握
真

理
綱

。

私

は
真

理

の
綱

を
握

っ
て

い
る
。

一
方

は
中
人

を
招

い
て
、

一
方

は
理
師

を
頼

ん
だ

。

一
方

は
理
師

の
上
着

を
求

め
、

一
方

は
理
師

の
帽

子
を
被

る
。

一
方

は
沸

か
す

こ
と
を
望

み
、

一
方

は
拾
う

こ
と

を
望

ん
だ
。

「理
詞
」
部
分

「老
満
神
理
詞
」
)

神
を

通

じ

て
裁

く

ほ
か
仕
方

が

な

い

使
双
方
満
意
、

使
地
方
信
服
。

両
頭
若
不
依
、

村
砦
尚
議
論
。

請
雷
焼
錯
方
、

求
龍
護
対
方
。

つ
い
に
神
様

を
招

き
神

裁

が
始

ま

っ
た
。

と

ん

ど

が
神

霊

を

信

じ

て

い
た

。

で
、

ミ

ャ
オ
族

に

も
よ
く

信

じ
ら

れ
た

龍

王
公
道

、

雷

公
正
直

。

冤
柾

者
焼

湯
湯

不
漫

、

受
屈
者
携
湯
手
不
傷
。

両
戸
主

人
家

、

両
位
当

事

人
。

各
講
各

対

、

各
説
各

恨
。

只
有
架

深
鍋

、

放
入
長

口
斧

。

就
以
長
斧
来
判
、

用
天
油
熱
粥
。

双
方

に
納

得

さ
せ

、

地
方

の
人

々
を
心

服
さ

せ

る
。

両

者

と

も
信

じ
ら

れ
な

い
と
、

村

で
は

な

お
議

論

し

て

い
る
。

雷

神

に
頼

ん

で
誤

っ
た

一
方

を
焼
き

、

竜

王

に
依

頼

し

て
正

し

い
方
を

保
護

す

る
。

昔

ミ

ャ
オ
族

の
人
た

ち

の
ほ

雷

公

と
竜

王

が
信

奉

さ

れ

て

い
た
神

「刑
神

」

で
あ

っ
た
。

竜

王

は
公
道

で
、

雷

公

は
正
直

で
あ

る
。

無

実

の
罪

を
着

せ
た
方

は

い
く
ら

湯

を
沸

か

し

て
も

や

け
ど

を
せ
ず

、

濡

れ
衣

を
着

せ

ら
れ
た

方

が
斧
を
拾

う

と
手

は
傷

つ
か
な

い
。

二

つ
の
主

人
家

、

二
人

の
当

事
者

。

そ

れ
ぞ

れ
自
分

が
正

し

い
と
話

し
、

そ

れ
ぞ

れ
自
分

の
恨

み

を
話

す
。

深

い
鍋

を
架

け

る
ほ
か
仕

方

が
な

い
、

長

い
刃

の
斧

を
入
れ

る
。

長

い
刃

の
斧

で
裁

い
て
、

天

の
油

で
粥
を
煮

る
。
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用
鉄
叉
棲
火
、

置
斧
於
鍋
底
。

我
求
烈
火
焼
、

蒸
粥
稀
又
絨
。

我
方
有
理
焼
、

祢
方
敢
携
斧
。

鉄

の

フ

ォ
ー

ク

で
火

を

お

こ
し
、

斧

を
鍋

の
底

に
置

く
。

私

は
火

が
烈

し
く
燃

え
、

粥

も
熱

く

て
煮

ら

れ

る
。

私

は
理

が
有

っ
て
焼

き
、

お
前

は
斧

を
拾

う

の
を
恐

れ

な

い
。

四

慣
習
法
の
普
及
と
伝
承
の
あ
り
さ
ま

成
文

で
な

い
慣

習
法

を

ど

の
よ
う

に
伝

え

、
ま

た
ど

の
よ
う

に
村
落

の

人

々
に
知

ら
せ
守

ら

せ
、

ま
た

ど

の
よ
う

に
し

て
民
族

の
法

意
識

を
養

成

し
た

の
か

は
、

興
味

深

い
課
題

で
あ

る
。

口
承
法

は
以

下

の
形
式

で
長

い

間

、

口
と
耳

で
ミ

ャ
オ
族

に
世

々
代

々
伝
承

さ

れ

て
来

た

の

で
あ

る
。

我
焼
粥
必
漫
、

侮
携
必
断
手
。

朕
在
鍋
労
、

倒
在
梯
脚
。

教
育
大
衆
、

告
誠
地
方
。

小

さ

い
村

落

と

い
う

「熟
人

」

際

に
行

わ

れ

る
例

は
少
な

い
。

油

の
鍋

を
前

に
し

て
、
も

し
犯

行

が
あ

れ
ば

承
認

す

る
か

、

　　
　

な

ケ

ー

ス
が
あ

っ
た
。
理
師

は
村
落

社

会

の
知
識

人

と
し

て
、

験

で
誰

が
犯

行

を
行

っ
た

か
を
大
体

判

っ
て

い
る

の
だ

っ
た
。

に
は
神

裁

を
止

め
る
可
能
性

も
あ

っ
た
。

牛

拉
到

鬼

場

、

才

回

不
了

厩

。

争

端

到
湯

場

、

火
還

可
撲

滅

。

私

の
沸

か
し

た
粥

は
熱
く

て

お
前

は
拾

う

と
手

が
き

っ
と
落

ち

る
。

鍋

の
そ

ば

に
倒

れ
、

「
て

い
し

」
の
そ
ば

に
倒

れ

る
。

衆

人
を

教

育

し
、

地

方

の
人

々

を
戒

め
る
。

社

会

に

お

い
て
は

「探

湯
神

裁
」

が
実

神

を

深

く
信

ず

る
当
事

者

は
、
沸

か

し
た

倒

れ

る
よ
う

一
般

に
経

〈9
>

そ

の
場
合

理
師

は

こ

の
様

に
歌

っ
た
。

牛

は
鬼

の
場

に
引

い
て
も
、

厩

に
帰

れ
な

い
、

紛
争

は
煮

湯

の
場

に
至

っ
て
も
、

　り
　

火

は
ま

だ
消

せ

る
。

H

師
が
詞
を
歌
う

「理

詞

」

は
、

ミ

ャ
オ
族

の

「
古
歌

」

と

同

じ
く
、

婚

礼

・
葬

儀

・
祭

祀
な

ど

の
荘

厳

か

つ
人
数

が
多

く
集

ま

る
機

会

に
、

理
師

・
理
老

・
鬼

師

に

よ

っ
て
歌

わ

れ
た

。

掌
来
当
古
典
講
、

盒
来
当
典
故
説
。

千
年
也
不
断
、

万
年
也
不
去
。

不
忘
古
老
的
話
、

不
去
古
老
言
。

父
教
子
才
知
、

娘
教
女
才
得
。

水
順
着
槽
槽
流
下
、

古
典
順
着
人
伝
下
。

こ

の
よ
う

に
絶

え

る

こ
と
な
く
伝

え

ら
れ

、

が
追

加

さ
れ

、
そ

の
新

し

い
理
も

次
第

に
古

い
理

に

な
り
、

は

ま

す

ま

す
多

く

な

り

、

古

典
と

し

て
講

じ

、

古

典
と

し

て
話

す

。

千

年
も

絶
え

な
く

、

万

年
も

捨

て
な

い
。

古

い
話

を
忘

れ
ず

、

古

い
言

葉
を
捨

て
な

い
。

父
が
教

え

て
子
供

が
知

り
、

母
が
教

え

て
娘

が
会
得

す

る
。

水

が
桶

に
沿

っ
て
下

に
流

れ

る
如
く

、
ムけ
　

古

典

は
人

に
よ

っ
て
伝

え

ら

れ

て
く
る
。

歴
史

に
伴

っ
て
新

し

い
理

理
詞

の
内

容

慣

習

法

の
ル

ー

ル

は

一
層

詳

し

く

な

っ
て
ゆ
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く
。

そ
れ
故

に
理
師

は
各

種

の
理

詞

の
歌

い
始

め

に
お

い
て
、

そ

の
完
壁

さ

を
守

り
漏

ら
す

こ
と

の
な

い
よ
う

に
心
掛

け

ら
れ

て
き

た

こ
と

を
述

べ

る
。

例

え
ば

『油

湯
理
詞

』

の
始

め

の
と

こ
ろ

は

こ

の
様

に
歌

い
始

め
ら

れ

る
。佳

完
又
起
始
、

理
完
又
開
頭
。

唱
歌
要
唱
新
歌
、

叙
理
要
搦
古
理
。

叙
佳
要
完
整
、

叙
理
要
無
鋏
。

佳

が
終

わ
る
と

ま

た
始

め
、

理

が
終

わ

る
と

前

に
戻

る
。

歌
う

時

に
は
新

し

い
歌

を
歌

い
、

理
を
述

べ
る
時

は
古

い
理
を

の

べ
る
。

佳
を
述

べ
る
時

に

は
完
全

を
要

し
、

理
を
述

べ
る
時

に

も
完
壁

を
要

す

る
。

一
般

に
最
後

に
以
下

の
言
葉

が
連

続
語

と

し

て
よ
く

歌
わ

れ
る
。

新

理
不

知
何
時
起

、

新

し

い
理

は
何
時

出

て
く

る
か

は
知

ら
な

い

が
、

旧

理

即
在

此
結
束

。

古

い
理

は

こ
こ
に
終
息

し
て
あ

る
。

　に
　

最

後

に

「衆

多
前
輩

個

......」

と
叫
び

、

一
緒

に
そ
れ
を
聞

き
理
解

し

覚

え
さ

せ

る
よ
う

に
し
た

の
で
あ

る
。

口

案
件
を
通
し
て
法
を
講
ず
る

ミ

ャ
オ
族

の
理
師

は
、

紛
争

を
裁

く
際

に

は
紛
争

自
体

に

つ
い
て
長

時

間

、

理

を
講

じ
る
段
階

を

経

る
。
裁

き

を
始

め

る
時

に
は
、
ま
ず

次

の
様

に
歌

う
。

請

六

砦
老

、

六

人

の
村

の
長
老

を
招

き
、

求

五

大
人
。

五
人

の
大
人

が

い
ら

っ
し

ゃ
る
。

全
部

到
斉

、

全

員
来

て
、

来

得

斉
整

。

全

員
整

っ
た
。

理
師

已
述

三
天

理
、

理
師

は
も
う

三
日

間
理

を
述

べ
、

ム
に
　

中

人

已
伝

多
次

話
。

中
人

は
何

度

も
処

理

の
意

見

を
伝

え
た
。

ミ

ャ
オ
族

の
裁
判

の
手

順

に

つ
い
て

は
、
明
朝

の

『
貴
州

図
経
新

志

』
、

お
よ
び

田
汝

成

『
行

辺
記
聞

』

に
も
、

大
体

同

じ
内
容

が
記

録

さ
れ

て

い

る
。

そ

の
他

に
銭
元

昌

『鯉

西
諸
蛮

図
記
』

お

よ
び
道

光

『
龍
勝

庁
志

』

(
不
分
巻

)

に

も
次

の
よ
う

に
記
載

さ

れ

て

い
る
。

有
相

訟
者

、
集

於
社

、
推
老

人

上
座

、
両
造

各

勇
草
為

簿

、
籠
多

為

勝
。

蓋

理
誰
則

籠
棄

、
理
者

簿
存

也

、
是
為

饗
老

、
亦

日
理
論

。

論

畢
刻

木
記

之
、

終
身
不

敢
負

。

訴

え

事

が

あ

る

と
、
社

に
集

ま

り

、

老

人

を

上
座

に
据

え

、

原

告

、
被

告

双
方

が
草

を
切

り
、

簿

を
作

り

(
老

人

の
)

説
諭

ご

と

(勝

者

に
)
簿

を

あ
た

え

る
。
簿

の
多

い
者

が
勝

利

者

と

な

る
。

つ

ま

り
理

を
欠

い
た
側

は
籠

を
失

い
、

理

の
あ

る
側

に
籠

が
た

ま

る
の

で
あ

る
。

こ
れ
を

「寮

老
」
、

ま
た

は

「論

理
」

と

い
う
。

論

が
終

了

す

る
と
木

に
刻

み
記
録

し
、
終

生

(
こ

の
決
定

に
)
背

く

こ
と

は

　れ
　

な

い
。

以

上

の
資
料

か

ら

「講

理
」

の
過
程

が
非

常

に
重
要

で
あ
り

、
か

つ
そ

の
た

め

に
長

い
時
間

が

か
け
ら

れ

て

い
る

こ
と

が
わ

か

る
。

前
後

い
く

つ

か

の
処

理
意

見

が
出

さ

れ
、
当
事

者

双
方

が
議

論

し
、

内

心

で
も
承

服

し

た
後

に
裁

き

は
下

さ
れ
た
。

告
げ

て
言

う
。

要

照
古

理
講

、

古
理

に
遵

っ
て
講

じ
、

要

以
善

言

説
。

良

い
言
葉

で
話

そ
う

。
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雷
才
三
思
考
、

龍
才
三
動
脳
。

理
師
以
理
弁
、

不
会
出
悪
言
。

鬼
聴
鬼
害
伯
、

人
聞
人
信
服
。

誉
伝
千

里
、

理
服
天

下
。

才
是
好

事
、

才
是
正

道
。

雷

公

は
何

度

も
考

え

て
、

竜

王

は

よ
く
頭

を
使

う
。

理

師

は

理
だ

け
を
話

し
、

悪

い

こ
と

は
言

え
な

い
。

鬼

が

聞

け
ば
恐

れ
、

人

が

聞

け
ば
信

服
す

る
。

名

声

は
千

里

に
伝

え

及
び
、

理
は

天
下

を
服

さ

せ
た
。

こ
れ

で
こ
そ
良

い
こ
と
、

　め
　

こ
れ

で
こ
そ
正
道

な

の
だ
。

日

「法
」
理
を
教
え
込
む

ミ
ャ
オ
族

で
は
祖

先
崇

拝

・
神
霊

崇

拝

の
信

仰

の
長

い
歴
史

を
遡

り
、

理
辞

・
理

詞

に
は
常

に
昔

の
祖

先

が
定

め

た

こ
と

が
述

べ
ら

れ
る
。

遺
嘱

附
在

石
柱

上

、

遺

嘱

を
石

の
柱

に

つ
け
、

遺
言

附
在

石
柱

上
。

遺

言

も
石

の
柱

に

つ
け

る
。

遺
言
教
子
孫
、

遺
言
で
子
孫
を
教
え
、

　お
　

遺

嘱
教
青
年

。

遺

嘱

が
青

年

を
教

育

す

る
。

こ
れ
ら

の
古

理
古

規

を
若

い
人

に
教

え
、

生
活

の
準
則

と

し
行
為

の
規

範
と

し

て
よ

く
身

に

つ
け

さ
せ
、

か

つ
世

々
代

々
に
伝
え

て

い
く

こ
と

が

重

ん
じ
ら
れ

た
。

「佳

」
は

ミ

ャ
オ
族

の

「
世

の
条
理
」
、
彼

ら
が
頭

で
考

え

て

口
で
伝

承

し

て
き

た
も

の

で
あ

り
、

そ

こ

に
は
ミ

ャ
オ
族

固
有

の
法

理
念

が
見

ら
れ

る
。

「佳

」

は
、

ミ

ャ
オ
族

の
人

た

ち

の
日
常

生

活
、

生
産

労

働

お

よ
び

人

間
関
係

、
是

非
判

断

に

つ

い
て
重

要

な
役
割

を
果

た
し

て

い
る
。

理
辞

に
は
次

の
よ

う

に
語

ら

れ
る
。

漢

人
離
不

開
字

、

漢

人

に
は
字

が
無

く

て
は
な

ら
な

い
、

ム
ワ
　

苗
家

去
不

了
佳

。

ミ

ャ
オ
族

は
佳

を
捨

て

て
は
な
ら

な

い
。

こ
こ
に

は
文
字

法

文
化

と

口
承
法

文
化

の
間

の
著

し

い
区
別

が
見

ら
れ

る
。
漢
族

は
文

字

の
歴
史

が
悠

久

で
あ

り
、
数

え

切
れ

な

い
ほ
ど

の
典
章

制

度

が
す

で
に
文
字

に
な

っ
て
お

り
、

人

々
は
そ

れ
を
調

べ
、

そ

の
規

則

に
遵

う

こ
と

が

で
き
た

が
、

ミ

ャ
オ
族

は
法
律

規
範

、
道

徳
規
範

、

生
活

準

則
な

ど
を
文

字

に
し

た

こ
と

は
な
か

っ
た
。

し
か
し

そ
れ

ら
は
彼

ら

の

腹

に
熟
成

し

口

に
ほ
と
ば

し

り
、

そ
し

て
理

詞

の
形

で
表

さ

れ
た
と

思

わ

れ

る
。

注〈
1
>

Qr
S
湖
南
省
城
歩
苗
族
自
治
県

は
歴
史
上
、
漢
字

の
築
字

で
自
分

の

文
字
を
作

っ
た
が
、
乾
隆
六
年

(
一
七

四

一
)
に
国
家
に
よ
り
禁
止
さ
れ

た
。
李
廷
貴

・
張
山

・
周
光
大
主
編

『苗
族
歴
史
與
文
化
』
中
央
民
族
大

学
出
版
社
、

一
九
九
六
年
、
八
-
九
頁
。
今

の
ミ
ャ
オ
族
の
文
字
は
、
中

国
敏
術

が

一
九
五
六
年

一
〇
月
に
発
布
し
た

ロ
ー

マ
字
に
よ

っ
て
作
ら
れ

る
併
音
文
字

で
あ
る
。
本
論

で
利

用
し
た
理
詞
資
料

は
す
べ
て
欝
東
南
州

黄
平
県

・
施
乗
県

の
方
言

で
あ
る
が
、
貴
州
民
族
学
院

の
ミ
ャ
オ
族
言
語

専
門
家
で
あ
る
李
錦
平
教
授
に
依
頼

し
て
、
中
部
方
言

の
標
準
語

に
直

し

た
。

〈
2
>

ミ
ャ
オ
族
が
住
ん
で
い
る

「理
甲
」

は
地
縁
と
血
縁
に
よ

っ
て
結
ば
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れ

る

「評

理
組
織
」

で
あ
り
、

「理
老
」

は
慣
習

法

の
裁

判
者

と
言
え

る
。

「理
老
」
は
そ
の
支
配
レ
ベ
ル
に
よ

っ
て
、
村
落

の
理
老
、

「鼓
社
」

(相
隣
範

囲
内
宗
系
血
縁
組
織
)

の
理
老
、

い
く

つ
か

の
村
落
範
囲
を
跨

ぐ
地
域
理
老

の
三

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
支
配
の
あ
り
方

に
よ

っ
て
、
主
管

タ
イ
プ
、
名
誉
タ
イ
プ
、
仲

裁
タ
イ
プ

の
三

つ
に
分
け

る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
中

の
仲
裁
タ
イ
プ

の
理
老

が
、
主
に
裁
判

の
仕

事
を
行
う
た
め
に

「理
師
」
と
も
呼
ば

れ
る

(何
積
全
主
編

『苗
族
文
化

研
究
』
貴
州
人
民
出
版
社
、

一
九
九
九
年
、
九
八
-
九
九
頁
)
。

〈
3
>

中
国
民
間
文
芸
研
究
会
貴
州
分
会
編
集
印
刷

『民
間
文
学
資
料
』
第

六

一
集
。

〈
4
>

『
苗
族
古

歌
古
詞
』
下
集

「理
詞
」
部
分
。

〈
5
>

同
右
。

〈
6
>

龍
林

・
王
応
光

『
苗
族
離
婚
理
詞
』
政
協
施
乗
文
史
資
料
研
究
委
員

会

・
乗
民
族
事
務
委
員
会
編

『施
乗
文
史
資
料

』
第

四
輯

(少
数
民
族
専

輯
)
五

一
-
五
三
頁
。

〈
7
>

「像

椚
偏

個
情
不

投
来
意

不
合
、
悠

麿
勧

也
不
依
、
急

麿
説
也

不

聴
、

一
個
不
願
眼

一
個
。
男
的
不
穿
女
人
袴
、
女
的
着
不
得
男
人
衣
、
ロ
バ

有
各
走
各
的
路
。
男
走
栄
華
富
貴
、
女
走
富
貴

栄
華
、
切
莫
怪
我
個
這
些

当
事
者

(裁
判
者
)
人
、
把
竹
筒
劃
破
折
散
弥
椚
」
資
料
同
右
。

〈
8
>

実
例
は
夏
之
乾

『
神
意
裁
判
』
団
結
出
版
社
、

一
九
九
三
年
、

お
よ

び
伊
藤
清

司

「鉄
火
神
判

系
譜
雑
記
」

(『貴
州

研
究
』

一
九

八
六
年

一

号
)
。
類
似
す

る
資
料

と
し
て
、
宮
本
勝

「
ハ
ヌ
ノ
オ

・
マ
ン
ヤ

ン
紛
争

処

理

法
ー

フ

ィ
リ

ピ

ン

こ

・、
ン
ド

ロ
島

の
固

有

法

」

(湯

浅

道

男

・
小

池
正
行

・
大
塚
滋
編

『
法
人
類
学

の
地
平
』

ア
ジ
ア
法
叢
書

一
六
、
成
文

堂

、

一
九
九

二
年
、

も
参
照

の
こ
と
。

〈
9

>
版

、

C
°

>

　
　

>

一
四
〇
頁
)

徐

暁
光

「神

判

考
」
『
四
川
大
学
法
学

評
論
』

二
〇
〇

〇
年
秋

季

同
年

一
二
月
出
版
。

『苗
族
古
歌
古
詞
』
下
集

「理
詞
」
部
分

「湯
杷
理
詞
」。

中

国
民
間
文
芸
研
究
会
貴
州
分
会
編
集
印
刷

『民
間
文
学
資
料
』
第

一
四
集
。

〈
12
>

『苗
族
古
歌
古
詞
』
下
集

「理
詞
」
部
分

「湯
杷

理
詞
」
最
後
。

〈
13
>

同
右
、

「焼
湯
理
詞
」
。

〈
14
>

原
文

お
よ
び
訳
文

は
、
唐
立

・
楊
有
庚

・
武
内
房
司
編

『貴
州
林
業

契
約
文
書

匪
編
』

(第

三
巻
、
研
究
編
)
所
収

の
武
内
房

司

「鳴
神
と
鳴

官
の
あ
い
だ
1

清
代
貴
州
苗
族
林
業
契
約
文
書
に
見
る
苗
族
の
習
俗
と

紛
争
処
理
」
九
九
頁

に
も
載

っ
て
い
る
。

〈
15
>

貴
州
省
黄

平
県
民
族
事
務

委
員
会
編
印

『
苗
族
古
歌
古
詞
』
下

集

「理
詞
」
部
分
。

〈
16
>

中
国
民
間
文
芸
研
究
会
貴
州
分
会
編
印

『
民
間
文
学
資
料
』
第

一
四

集
。

〈
17
>

貴
州
省
民
間
文
学
工
作
組
編
印

『
民
間
文
学
資
料
』
第
三
三
集

「苗

族
律
歌
詞
」
「佳
理
」
。

〈
18
>

貴
州
省
黄
平

県
民
族
事
務
委

員
会
編

印

『苗

族
古
歌
古
詞
』
下
集

「理
詞
」
部
分

「婚
姻
調
解

理
詞
」
。
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